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日山忠郎議員

住
民
懇
談
会

出席者を多くする方策を
広報や回覧版など方法を検討

議員８人が一般質問

デジタル放送

難
視
聴
地
域
の
把
握
は

調
査
の
実
施
に
向
け
国
・
県
に
要
望

質
問

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
町
内
各
地
域
で
「
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
」
を
開
催
し
、
町

長
は
じ
め
職
員
が
住
民
と
ひ
ざ

を
交
え
て
懇
談
し
た
こ
と
は
、

有
意
義
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
こ

で
、
次
の
点
を
問
う
。

①
懇
談
会
へ
の
出
席
者
が
非
常

に
少
な
か
っ
た
。
開
催
の
周

知
徹
底
は
十
分
な
さ
れ
た
か
。

②
行
政
改
革
で
取
り
組
む
予
定

の
簡
素
化
・
効
率
化
対
策
に

は
、
自
治
会
の
役
割
が
大
き

く
な
る
と
思
う
が
、
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
策
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
か
。

沼
崎
町
長
　

①
合
併
問
題
懇
談
会
の
参
加
人

数
よ
り
も
少
な
か
っ
た
こ
と

は
反
省
す
る
。
講
演
会
な
ど

の
よ
う
に
各
地
区
に
動
員
を

お
願
い
し
、
人
を
集
め
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
今
後
は

広
報
や
回
覧
版
、
行
政
無
線

を
通
じ
て
皆
さ
ん
に
集
ま
っ

て
も
ら
う
よ
う
努
め
る
。

②
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
は
、
各

地
域
の
自
治
会
な
ど
の
活
動

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組

織
と
の
連
携
に
よ
る
住
民
参

加
型
の
行
政
を
推
進
す
る
た

め
、
今
年
度
発
足
す
る

「（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
」
に
多
く
の
町
民
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の

声
、
提
案
、
提
言
を
生
か
せ

る
よ
う
に
配
意
す
る
。

質
問

２
０
０
６
年
末
か
ら

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
始
さ
れ
る
。

中
継
局
や
難
視
聴
地
域
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
が

さ
れ
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

総
務
省
で
公
表

し
て
い
る
中
継
局
整
備
は
県
内

十
三
局
で
、
現
在
の
と
こ
ろ
当

町
の
整
備
は
未
定
で
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
移
行
し
た

場
合
の
問
題
点
と
し
て
、
２
０

１
１
年
七
月
の
放
送
開
始
ま
で

に
当
町
へ
の
中
継
局
整
備
の
実

現
が
最
優
先
で
あ
る
。
ま
た
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
、
難
視

聴
地
域
解
消
事
業
の
補
助
金
制

度
の
継
続
と
、
さ
ら
に
既
存
共

同
受
信
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
対
応

整
備
へ
の
助
成
制
度
の
創
設
や

専
門
技
術
者
に
よ
る
難
視
聴
地

域
の
調
査
の
実
施
で
あ
る
。
こ

れ
ら
に
つ
い
て
は
、
町
村
会
を

通
じ
、
国
、
県
に
対
し
要
望
し

て
い
く
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
つ
い
て
は
、
釜

石
市
の
状
況
を
見
る
と
、
財
政

な
ど
の
問
題
も
あ
る
。
ま
た
、

デ
ジ
タ
ル
化
で
き
る
見
通
し
が

明
確
で
な
く
、
現
時
点
で
は
町

内
で
の
予
定
は
な
い
。

住民懇談会や住民説明会などに多くの町
民の参加が望まれます（14年12月に行わ
れた合併についての住民懇談会の様子）

難視聴地域解消事業で設置された共
同受信アンテナ（長内・嶋田・新田
地区テレビ共同受信施設組合）


